


陽
春
を
迎
え
る
が
、

武
佐
岳
に
は
ま
だ
沢
山
の
残
雪
が
。

白
と
緑
の
コ
ン
ト
ラ
ス
は
何
と
も
美
し
い
。
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古沢 信義さん(27歳）協荊

行
き
た
い

－
 

協
和
地
区
の
古
沢
輩
牧
場
は
、
五
１

ｍ
の
草
地
に
乳
牛
百
五
卜
八
頭
を
飼
養

し
、
年
間
六
百
四
十
ｔ
の
牛
乳
を
生
産

す
る
中
標
津
で
も
規
模
の
入
き
い
酪
農

専
業
股
家
で
す
。

こ
こ
で
古
沢
家
四
代
目
の
農
業
後
継

者
と
な
る
信
義
さ
ん
は
弓
祖
先
に
顔
向

け
の
出
来
る
よ
う
な
経
営
を
行
な
っ
て

長男･奈緒人くんも1歳6カ月｢家族のためにもがんばるぞ,と信義さん

'－k 

： 
」
と
農
業
者
と
し
て
向
か
う

決
意
を
話
す
。

小
学
校
二
年
ま
で
は
地
一
妬

協
和
小
学
校
に
迦
凪
学
校

が
廃
校
と
同
時
に
中
標
寵
小

学
校
、
中
学
校
へ
と
、
高
校

は
中
標
津
の
商
業
科
を
卒
業

す
る
。
「
自
分
は
三
人
兄
弟
の

一
番
下
だ
っ
た
せ
い
か
、
農

業
を
継
ご
う
な
ん
て
少
し
も

考
え
て
い
な
か
っ
た
」
と
い

う
が
、
卒
業
後
、
家
業
を
手

伝
う
う
ち
に
農
業
へ
の
魅
力

を
少
し
づ
つ
感
じ
取
っ
て
い

た
よ
う
だ
。

平
成
一
一
一
年
几
月
に
佳
江
さ

人
と
結
婚
、
こ
れ
を
契
機
に
自
分
に
対

す
る
責
任
感
、
農
業
者
と
し
て
の
決
心

が
さ
ら
に
固
ま
っ
た
と
言
う
。
経
営
に

対
す
る
方
向
性
を
鍛
え
だ
し
た
の
も
こ

の
頃
で
、
ス
タ
ン
チ
ョ
ン
六
１
頭
牛
舎

に
牛
の
入
れ
替
え
で
七
十
血
頭
の
搾
乳
、

夏
は
育
成
、
経
産
牛
と
も
放
牧
体
形
を

取
っ
て
い
た
の
で
ま
だ
い
い
が
、
冬
場

に
な
る
と
行
「
十
頭
の
牛
が
舎
飼
い
に

な
り
、
附
働
時
間
は
夏
場
の
倍
に
増
え

る
。
こ
の
状
況
で
は
飼
養
管
理
が
複
雑

化
し
労
働
過
重
、
時
間
的
な
ゆ
と
り
も

な
く
な
る
。
そ
こ
で
ふ
み
切
っ
た
の
は

フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
へ
の
移
行
。
ま

ず
平
成
三
年
十
二
月
に
育
成
舎
を
フ
リ

ー
ス
ト
ー
ル
化
、
続
い
て
平
成
五
年
十

β，弓､Ⅱ
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｜
川
に
成
牛
舎
を
、
二
れ
と
同
時
に
パ

ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
も
導
入
し
た
。
成
牛

合
は
既
存
施
設
を
有
効
刊
用
し
改
造
し

た
。
ま
た
、
畜
産
環
境
整
備
を
考
え
る

う
え
で
も
、
今
問
題
に
な
っ
て
い
る
堆

肥
処
理
に
つ
い
て
、
ス
ラ
リ
ー
セ
パ
レ

１
タ
ー
（
蕊
尿
分
離
機
）
を
導
入
。

こ
の
施
設
幣
備
で
以
前
よ
り
も
時
間

的
、
精
神
的
ゆ
と
り
が
持
て
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
経
営
内
容
の
充

実
に
Ⅲ
け
た
コ
ス
ト
低
減
化
と
収
益
の

増
を
重
点
的
に
巷
え
、
牛
に
負
扣
の
か

か
ら
な
い
能
力
の
維
持
と
疾
病
予
防
に

努
め
、
効
率
の
良
い
生
産
を
目
指
し
て

行
き
た
い
と
話
す
。
し
か
し
「
働
く
ば
か

り
が
能
じ
ゃ
な
い
、
ゆ
と
り
あ
る
暮
ら
し
、

遊
び
の
Ⅲ
来
る
生
活
を
大
切
に
つ
く
っ
て

行
き
た
い
」
と
も
話
す
信
義
さ
ん
で
す
。
タ

常にゆとりのある暮らし生;舌をと’



2000年を目指し､農協経営の強化と
「豊かな農村生活の実現｣に向けて

総会協第47回通常中標津町農
雛Ｈ１概日
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概
要
と
、
平
成
六
年
度
に
お
け
る
取
り

組
み
の
恭
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

米
賓
祝
辞
に
つ
い
て
は
、
根
室
支
庁
・

後
藤
農
業
振
興
部
長
・
新
川
中
標
津
町

長
、
系
統
を
代
表
し
て
、
北
農
中
央
会

中
標
津
支
所
・
鈴
木
支
所
長
の
各
氏
か

午
前
１
時
二
十
五
分
、
佐
野
参
事
が

開
会
を
宣
一
一
一
一
口
、
三
友
組
合
長
よ
り
開
会

の
挨
拶
が
あ
り
、
平
成
五
年
度
の
事
業

第47回

通常総会
開催

ＰＴ、

中
標
津
町
農
業
協
同
組
合
第
四
十
七
回
通
常
総
会
が
、

去
る
四
月
一
一
一
十
日
中
標
津
町
ト
ー
ョ
ー
・
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
に
お
い
て
、
正
組
合
員
一
一
百
十
九
人
（
本
人
出
席
百
七

十
一
人
、
代
理
人
四
十
八
人
）
出
席
の
も
と
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

当日は予想もしない大雪で駐車場係も大変でした

ら
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

議
長
に
は
、
第
一
一
俣
落
地
区
の
佐
藤

蔵
康
氏
が
推
薦
で
選
任
さ
れ
、
議
事
に

会
場
前
で
は
一
人
ひ
と
り
受
付
が
行
な
わ
れ
ま
す

掌
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青色申告会､勉強会
節税の
ポイントは？

r写再、
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閃
卜

青
色
山
告
会
は
定
期
総
会
終
了
後
、

町
内
の
会
計
事
務
所
よ
り
永
田
昇
税
埋

士
を
講
師
に
招
き
、
所
郷
税
の
青
色
申

告
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

勉
強
会
で
は
、
青
巾
の
特
典
、
申
告

に
お
け
る
留
意
点
、
節
税
の
ポ
イ
ン
ト

特
に
専
従
者
給
与
、
現
金
出
納
帳
、
生

命
保
険
、
消
費
税
に
つ
き
重
点
的
に
講

習
を
う
け
ま
し
た
．
ま
た
、
質
疑
応
答
で

は
、
会
員
よ
り
具
体
的
な
衝
問
が
多
く
、

講
師
よ
り
解
り
や
す
く
解
説
を
頂
き
、

大
変
有
意
養
な
勉
強
会
で
あ
り
ま
し
た
．

一
へ
り
ま
し
た
’
平
成
五
年
度
躯
業
報
告
、

平
成
六
年
度
事
業
計
画
（
案
）
の
ほ
か
、

農
協
法
の
改
屹
に
伴
う
定
款
、
規
約
率

規
程
な
ど
の
》
部
変
更
に
つ
い
て
、
企

て
原
案
通
り
可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

庇一可
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是
非
、
今
後
の
申
告
に
お
い
て
役

立
て
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。 露

質
疑
応
答
で
は
、
総
合
病
院
な
ど
の

ご
質
問
、
組
勘
の
分
析
数
値
に
対
す
る

要
望
、
協
同
会
社
で
あ
る
な
か
し
く
つ

フ
ー
ズ
㈱
に
対
す
る
状
況
と
、
今
後
の

基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
の
質
問
、

農
業
特
年
金
の
推
進
に
つ
い
て
の
要
望
、

高
品
質
乳
に
つ
い
て
の
ご
質
問
、
役
員

定
数
に
対
す
る
》
｜
意
見
、
シ
ス
ト
セ
ン

チ
ュ
ウ
対
策
に
つ
い
て
の
要
望
、
土
地

街
産
評
価
Ｑ
）
質
問
な
ど
、
数
多
く
の

ご
意
見
、
ご
要
望
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
一
一
｜
友
組
合
長
、
佐
野
参
事
か
ら
答
弁

が
な
さ
れ
、
全
議
事
を
終
了
し
、
三
友

組
合
長
よ
り
閉
会
挨
拶
の
後
、
午
後
・
一

時
四
十
分
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

Ｌ 
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開拓の先駆者が当幌地区に入植してから７０

年を迎えるに当たり、当幌開基70周年記念式

典が､４月29日当幌研修会館で開催され､地域

住民をはじめ､関係機関約120人が出席し、先

人の苦労をしのぶとともに今後の地域発展を

誓い合いました。

曲
一
旦
か
な
酪
農
郷
つ
く
り

当幌開基70周年
記念式典開催さ
れる

へ
ま
い
繼

●ミルクの溢れる里

当幌乳量9,000ｔ
●長寿を祝う会

鋼当幌開基70周年記念式典
･ﾐﾙｸの翻る里当幌鑪9000b･長寿を祝う会
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驚繍
ピカピカの新1年生により改修さ
れた記念の除幕が行なわれました

歌や蹄Ｕと地域みんなが参加

当
幌
地
区
は
、
大
正
十
三
年
に
第
一

陣
が
入
植
、
厳
し
い
気
象
条
件
と
度
重

な
る
冷
害
凶
作
に
穀
物
を
主
体
と
し
た

農
業
か
ら
主
畜
農
業
へ
と
転
換
、
昭
和

二
十
七
年
の
第
一
次
構
造
改
善
事
業
を

始
め
、
機
械
化
に
よ
り
急
速
に
規
模
拡

大
へ
と
進
ん
だ
。
令
鴨
期
に
は
、
二
百

人
を
超
え
る
児
童
を
有
し
た
学
校
も
あ

っ
た
が
、
そ
の
学
校
も
廃
校
、
合
埋
化

に
よ
る
支
所
、
岡
鉄
線
の
廃
止
な
ど
急

速
な
過
疎
化
を
経
て
、
現
在
の
酪
農
地

帯
を
形
成
し
て
い
る
。

昭
和
五
十
一
一
一
年
に
は
、
開
催
五
十
立

周
年
記
念
事
業
と
併
せ
、
地
域
総
乳
景

四
千
且
有
ト
ン
突
破
記
念
で
記
念
碑
を

建
立
、
以
来
ｌ
近
年
を
経
過
し
た
今
年

は
、
七
十
周
年
を
機
に
「
当
幌
開
拓
の

碑
」
を
改
修
、
ま
た
、
平
成
五
年
度
出
荷

乳
量
が
九
千
ト
ン
を
突
破
し
た
記
念
も

併
せ
て
式
典
の
開
催
と
な
っ
た
も
の
。

記
念
碑
の
除
幕
式
で
は
、
今
年
新
一
年

生
に
入
学
し
た
飯
島
千
恵
き
ん
、
奥
田

恭
平
く
ん
、
士
Ⅱ
円
貴
行
く
ん
ら
三
人
の

手
で
除
幕
が
行
な
わ
れ
、
記
念
行
事
協

賛
会
・
奥
田
勝
佳
会
長
か
ら
「
こ
の
碑
に

は
先
人
の
思
い
や
当
幌
の
歴
史
が
刻
ま

れ
て
い
る
。
厳
し
い
酪
農
情
況
で
は
あ

る
が
、
先
輩
の
意
志
を
受
け
継
い
で
鶚

か
な
酪
農
郷
の
実
現
に
向
け
が
ん
ば
つ

'￣、

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
’
ま
た
〃

当
幌
連
合
会
・
竹
村
満
天
会
長
は
「
こ
の

意
志
を
引
き
継
ぎ
、
当
幌
を
守
っ
て
行

き
た
い
」
と
述
べ
た
。
続
い
て
会
館
内
で

記
念
式
典
が
開
か
れ
、
亡
き
先
人
に
黙

と
う
を
し
た
後
、
奥
田
会
長
か
ら
「
経
営

の
担
い
手
は
ほ
と
ん
ど
一
一
代
目
、
二
代

目
に
移
行
し
、
新
し
い
感
覚
で
平
成
不

況
を
乗
り
切
る
べ
く
意
欲
的
に
取
り
組

入
で
い
る
。
こ
の
七
十
周
年
を
機
に
部

落
の
飛
躍
の
年
に
し
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
ま
た
、
来
賓
で
出
席
さ
れ
た
新
出
賓

町
長
と
徳
田
康
二
議
長
か
ら
「
中
標
津

は
酪
農
が
な
く
て
は
成
り
立
た
な
い
、

こ
の
七
十
周
年
を
機
に
色
々
な
努
力
、

工
夫
を
さ
れ
今
後
も
さ
ら
な
る
地
域
の

発
腱
を
願
う
」
と
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
続
い
て
開
拓
功
労
者
十
五
人
、
特

別
功
労
肴
八
人
が
表
彰
さ
れ
、
祝
賀
会

で
は
、
現
在
の
堆
礎
を
築
い
た
お
年
寄

り
に
感
謝
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
長
寿
を
祝

う
会
も
開
か
れ
、
歌
や
踊
り
な
ど
地
域

》
体
の
巾
で
式
典
を
祝
い
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
記
念
事
業
で
は
、
開
埖
七
十
周

年
記
念
誌
に
変
え
て
、
地
域
の
映
像
を

後
世
に
残
す
記
念
ビ
デ
オ
の
作
成
も
行

な
い
、
編
集
後
配
布
さ
れ
る
事
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。



一
目
で
は
理
解
し
ず
ら
い
収
益
性
と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
現
金
と
し
て

即
イ
メ
ー
ジ
で
き
に
く
い
の
で
す
が
、

年
間
通
し
て
考
え
る
と
大
き
な
損
失
を

う
け
て
い
る
よ
う
な
部
分
で
す
。
繁
殖

成
績
と
い
う
の
も
そ
の
部
頬
で
、
牛
乳

の
生
産
性
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
。
発
情
発
見
の
見
落
と
し
を
少

な
く
す
る
の
は
一
一
百
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、
乾
乳
期
、
泌
乳
前
期
の
管
理
と
大

き
く
か
か
わ
り
が
あ
り
ま
す
。

乾
乳
期
の
影
響

乾
乳
期
の
管
理
は
分
娩
後
の
代
謝
病

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
が
、

子
宮
内
膜
炎
な
ど
の
繁
殖
障
害
、
発
情

の
遅
れ
に
も
関
係
し
て
い
ま
す
。

乾
乳
期
に
胎
児
、
胎
膜
、
子
宮
、
乳

腺
の
発
達
に
栄
養
が
必
要
な
た
め
で
す
。

ま
た
、
卵
胞
の
発
達
も
乾
乳
期
の
栄
養

分
娩
前
後
の
管
理

と
繁
殖
の
関
係

一
北
根
室
地
区
農
業
改
良
普
及
所
一

状
態
に
左
有
さ
れ
、
分
娩
後
の
受
胎
成

繊
に
影
響
す
る
と
一
一
一
戸
わ
れ
て
い
ま
す
。

低
栄
養
状
態
や
過
肥
を
避
け
る
よ
う
な

乾
乳
牛
管
理
が
望
ま
れ
ま
す
。

泌
乳
初
期
の
影
響

泌
乳
期
の
乳
牛
は
、
乳
腺
組
織
へ
送

る
栄
養
を
優
先
さ
せ
、
繁
殖
へ
は
後
回

し
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

泌
乳
前
期
は
食
い
込
み
の
関
係
で
童
に

限
度
が
あ
り
、
体
脂
肪
を
消
費
し
な
が

ら
乳
生
産
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ

こ
で
も
繁
殖
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
不
足

す
る
要
因
と
な
り
ま
す
。

過
剰
な
蛋
白
は
血
中
尿
素
値
を
高
く

し
、
こ
れ
が
精
子
、
卵
子
、
発
育
巾
の

胎
児
に
毒
と
し
て
働
き
繁
殖
性
を
低
下

さ
せ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
ま
た
こ
の
よ

う
な
状
態
は
牛
が
や
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

繁
殖
管
理
は
多
く
の
要
因
が
か
か
‐
わ

虐景１A
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｛
》
て
い
る
の
で
、
総
合
的
に
と
り
組
む

必
要
か
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
点
で
問
題

は
な
く
と
も
、
後
で
問
題
が
お
こ
ら
な

い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。
乾
乳
、
泌
乳
前

rﾐﾐﾐ,隅M、
圓
圓
圓
周

n、,「 へ、
Ｌ 

け r、へ、 〆理

牌 |鞠i$J｢、ｒ、 r、 期
の
栄
養
管
理
も
そ
の
一
部
で
は
あ
り

ま
す
が
、
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
り

学
二
一
リ
ロ

:ｆ>j、、｜ﾊ、 |、陰（

’ 
孔赴時１１M→

乾乳牛の栄養の利用目的
１，生体維持
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３，増体
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南根室地区段業改良普及所セミナー武将より

泌乳牛の栄養の優先順位
ユ、生体維持
２，秘乳
３．妊賑
４，旗圧または増体
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蕊
井
口
家
三
人
兄
弟
の
末
っ

子
な
っ
ち
ゃ
ん
こ
と
捺
美
ち

や
ん
は
、
と
っ
て
も
元
気
で
活
発
な
女

の
子
。
二
人
の
お
兄
ち
ゃ
ん
に
比
べ
、

｜
香
気
が
強
く
、
や
ん
ち
ゃ
な
面
が
あ

る
と
話
す
お
父
さ
ん
。
好
奇
心
旺
盛
な

お
年
頃
の
な
っ
ち
ゃ
ん
の
鼓
近
の
口
ぐ

せ
は
「
な
ん
で
え
？
」
。
ち
ょ
っ
と
疑
問

に
思
う
こ
と
が
あ
る
と
つ
い
出
て
き
ち

ゃ
う
言
葉
の
よ
う
で
す
。
大
人
の
す
る

團家
犀

■Ｉ 

Ｆ己

Ｕ Ｖ
 嘘
１
１

刑》☆雑（欝繍辮辮辮騨

「

)｝ 

1111 
事
や
お
兄
ち
ゃ
ん
達
の
す
る
事
に
は
と

っ
て
も
敏
感
：
ど
こ
か
へ
出
か
け
る
時

な
ん
か
、
も
う
大
変
」
と
笑
う
お
母
さ

ん
。
お
兄
ち
ゃ
ん
達
が
学
校
へ
行
く
時

も
、
脱
走
し
て
追
い
か
け
て
行
っ
ち
ゃ

う
事
も
あ
る
そ
う
で
、
家
族
み
ん
な
、
な

っ
ち
ゃ
ん
の
元
気
ぶ
り
に
は
ハ
ラ
ハ
ラ
。

」

｣ 
訂

jf1UQ1、

＝匿芒‐

新生地区井口則一･豊美さんご夫妻
ｎつみ

長久捺美ちゃん(2歳）

と
に
か
く
今
は
、
牛
舎
に
行
く
事
が

大
好
き
で
、
も
ち
ろ
ん
お
手
伝
い
も
パ

ッ
チ
り
て
き
ま
す
。
「
食
べ
て
ね
え
」
と

牛
に
声
を
か
け
な
が
ら
、
配
合
を
あ
げ

る
と
い
う
お
り
こ
う
さ
ん
。
自
分
の
体

の
何
倍
も
あ
る
午
を
目
の
前
に
し
て
も
、

全
然
平
気
だ
と
話
す
お
父
さ
ん
も
、
「
牛

の
鼻
先
ま
で
顔
を
近
づ
け
た
り
す
る
姿

を
見
る
と
、
親
の
方
が
心
配
で
」
と
の

こ
と
。
親
の
心
、
子
知
ら
ず
と
い
っ
た

と
こ
ろ
で
す
ね
．

な
っ
ち
ゃ
ん
に
案
内
し
て
も
ら
い
牛

舎
に
行
く
と
、
「
こ
っ
ち
お
い
で
〃
こ
「
あ

］
□
一

一
廟
〃
釘
、
３
－
－
Ｉ
Ｃ
。
・
・
も
覇

7 

‘｡、

￣ 

牛だけじゃなく、動物はなんでも好きな､なっちゃん

そ
ぼ
〃
」
と
言
い
な
が
ら
走
り
凶
る
姿

は
、
本
当
に
尤
気
一
杯
．

た
ま
に
い
た
ず
ら
な
ん
か
も
し
ち

ゃ
う
お
ち
や
め
さ
ん
だ
け
ど
、
今
年
の

誕
生
Ⅱ
を
迎
え
た
ら
保
育
園
に
通
い
始

め
、
友
達
が
た
く
さ
ん
で
き
る
事
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
な
っ
ち
ゃ
ん
で
し
た
。

お
気
に
入
り
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
持
っ
て
散
歩

訳

ちょっとはずかＬいけどピースノ



季
節
は
ず
れ
の
大
雪
で
足
元
の
悪
い

中
、
多
数
の
組
什
員
の
皆
様
の
ご
出
席

を
い
た
だ
き
、
第
囚
十
七
回
農
協
通
常

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
誌
上
を
お

借
り
し
て
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
五
年
度
を
振
り
返
っ
て
見
ま
す

と
．
景
気
低
迷
の
長
期
化
と
冷
夏
の
影

響
を
大
き
く
受
け
た
年
で
し
た
。
飲
用

乳
は
前
年
比
一
・
七
％
減
、
バ
タ
ー
在

庫
は
期
末
で
七
・
二
カ
月
分
で
す
．
生

乳
の
計
画
生
産
が
一
層
強
化
さ
れ
、
下

方
修
正
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
組
合

員
の
方
々
の
理
解
と
協
力
に
よ
っ
て
一

○
○
％
が
達
成
さ
れ
ま
し
た
。
乳
量
は

前
年
比
九
九
・
一
％
の
八
万
点
千
八
百

五
ｌ
で
し
た
。
個
体
価
格
で
は
初
生
ト

ク
が
昨
年
よ
り
値
上
が
り
し
ま
し
た
が
』

乳
牛
、
老
廃
牛
の
低
落
が
大
き
く
、
農

家
収
入
の
減
収
に
な
り
ま
し
た
》

畑
作
物
で
は
八
月
中
旬
頃
ま
で
低
温

日
照
不
足
で
し
た
が
、
秋
口
の
天
候
の

回
復
に
よ
り
馬
鈴
し
よ
、
ビ
ー
ト
共
に

平
年
作
と
な
り
ま
し
た
。

農
家
経
営
を
と
り
ま
く
状
況
が
良
く

な
い
中
に
お
い
て
、
組
勘
は
貸
し
残
二

億
七
千
八
百
万
、
憤
り
残
二
億
円
の
結

果
と
な
り
、
こ
の
数
年
間
で
．
番
良
い

現
象
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
と
無
縁
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
需
要
と
供
給
の
拡
大

は
常
に
等
し
く
な
く
、
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

を
生
み
や
す
い
も
の
で
す
。
今
は
そ
の

バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
め
の
調
幣
期
間
の

よ
う
で
す
。
ビ
ル
の
階
段
に
は
必
ず
踊

り
場
が
あ
る
よ
う
に
、
踊
り
場
で
は
登

年
と
な
り
ま
し
た
。
組
合
員
の
一
人
ひ

と
り
の
努
力
の
賜
物
と
敬
意
を
表
し
ま

す
。
生
産
調
整
な
ど
が
増
産
へ
の
道
瀞

一
時
的
に
閉
ざ
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

こ
と
は
、
日
本
経
済
全
体
が
「
踊
り
場
■

「 ~、●今月のたより……

轤
〆奄

長日誌
代表理事組
みと罰

し三友

合長

LIj勺悪

癖行

平
成
六
年
度
で
は
、
ガ
ソ
ト
合
意
後

を
見
通
し
、
「
○
○
○
年
を
め
ざ
し
て

農
家
、
農
協
縫
営
の
強
化
と
、
土
産
、

生
活
環
境
の
終
備
を
課
題
と
し
て
取
り

組
ん
で
行
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
．

保
証
原
料
乳
価
格
は
七
１
石
円
七
十

且
銭
と
一
円
の
値
下
が
り
で
す
か
、
三

円
が
加
算
き
れ
、
手
取
り
価
格
は
昨
年
並

み
と
な
り
、
限
度
数
量
は
上
方
１
減
で

、
一
百
一
一
下
方
ｔ
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た

昨
年
に
引
き
続
き
生
産
調
整
が
一
層
強

化
さ
れ
、
全
道
枠
で
は
前
年
目
標
数
量

比
九
七
・
五
％
の
二
ｈ
「
十
．
万
ｔ
が

設
定
さ
れ
ま
し
た
。
地
区
別
、
単
協
数

量
は
新
チ
ー
ズ
制
度
へ
の
対
応
が
決
ま

勺
て
き
た
疲
れ
を
癒
や
し
、
力
を
た
め
、

次
の
ス
テ
ソ
プ
に
備
え
る
場
所
で
す
。

農
家
経
営
も
個
々
に
は
色
々
な
ケ
ー
ス

も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
総
体
よ

し
て
は
こ
の
時
期
、
内
部
強
化
に
努
め

る
の
も
人
事
な
方
策
で
し
ょ
う
。
そ
の

具
体
的
な
表
わ
れ
が
経
済
不
況
下
に
お

け
る
組
勘
の
好
成
績
な
の
で
し
ょ
う
。

農
協
総
営
の
収
支
は
景
気
低
迷
、
生

産
調
整
、
冷
害
、
個
体
の
低
落
の
中
で

当
期
利
続
令
二
Ｔ
』
へ
百
二
卜
』
へ
〃
川
千

七
百
流
卜
円
を
も
っ
て
決
算
を
終
え
る

こ
と
が
Ⅲ
来
ま
し
た
。
誠
に
有
難
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
六
年
度
に
向
け
て

Ｆ可
■■円首■

る
六
几
頃
に
決
ま
る
よ
う
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
枠
の
決
定
次
第
、

組
合
員
の
皆
様
と
よ
く
検
討
の
上
、
計

画
生
潅
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
行
な
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

農
協
の
第
一
一
一
次
地
域
振
興
計
両
の
メ

ィ
ン
テ
ー
マ
は
「
豊
か
な
農
村
生
活
」

の
実
現
で
す
。
入
植
以
来
の
労
誇
の
結

晶
で
あ
る
今
日
の
生
産
力
を
、
い
か
に

豊
か
な
化
活
実
現
の
た
め
に
Ⅲ
い
る
か

が
大
事
な
視
点
で
す
。
生
活
環
境
の
整

備
の
た
め
に
、
大
き
な
第
一
歩
を
踏
み

だ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ヘ
ル
パ
ー
の
一

人
増
員
、
後
継
者
対
策
協
議
会
の
設
立

婦
人
の
海
外
研
修
、
実
習
生
受
け
入
れ

の
強
化
等
々
と
、
今
年
は
計
両
を
樹
立

し
ま
し
た
。
積
極
的
な
利
用
を
お
願
い

致
し
ま
す
。
生
活
環
境
の
充
実
が
、
生

瀧
を
も
確
実
に
支
え
る
こ
と
に
な
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
総
会
で
多
く
の

論
議
が
さ
れ
ま
し
た
、
な
か
し
く
つ
フ
ー

ズ
に
つ
い
て
は
別
に
機
会
を
設
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
よ
り
多
く
の
組
合

員
の
出
席
を
得
て
フ
ー
ズ
の
今
後
に
つ

い
て
の
検
討
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
も
多
く
の
課
題
の
あ
る
中
で
、

役
職
員
一
同
一
層
の
努
力
を
期
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
巾
し
ｋ

げ
事
す
。

夕



事？
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

が
や
り
や
す
く
、
ま
た
皆

ん
な
が
や
り
や
す
い
組
織

を
作
っ
て
行
っ
て
ほ
し
い
」

と
挨
拶
。

続
い
て
、
農
協
三
友
盛

行
組
合
長
、
新
山
實
中
標

津
町
長
、
金
子
安
一
地
区

身
を
育
て
て
行
，

た
ち
青
年
部
は
何
事
に
も
前
向
き
に
活

は
冷

通
常
総
会
か
四
月
十
二
日
、
農
協
大
会

議
室
で
開
催
さ
れ
、
上
程
さ
れ
た
全
議

来
賓
の
方
か
ら

年
部
・
伊
勢
博
和
部
長
め

了
婦

農
青
協
副
会
長
、

た
小
事

て
も
私
た
ち
農
業
者
に
と
つ

札
涛

組
合
長
は
『
若
い
枇
代
に

は
色
々
な
事
が
あ
る
、

へ
か
め 第

開
会
に
あ
た
り
笠
原
部
長
か
、
「
昨
年

行
な
っ
て
来
た
。
今
後
も
自
分
肖

業
の
方
向
性
を
考
参
え
る

は
な
か
つ
た
よ
う
に
恩

臭
、
ガ
ソ
ト
合
意
な
ど
何
を
取
っ

人
部
長
、
商
工
会
青

！Ｌ 
￣ 

行
，
越
え
て
、
囮
雌

十
六
回
中
標
津
町
農
協
青
年
部

一
］
の
‐
中
で
三
友

祝
辞
が
戒

、
組
織
と
し
て
、
自
分

横
田
純

そ

て
良
か
つ

７
が
、
私

Ｅ
 

｛糟

DfiJ 徳＝田
『

､〃

【

一

部通常総会

宗刻１０時に開会され､本人出席も過半数を二えた総会となりました

を
青
春
の
目
標
と
し
て
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
出
席
五
十
九
人
の
中
か
ら

俵
橋
支
部
の
西
崎
敬
造
氏
が
議
長
に
選

任
さ
れ
、
平
成
五
年
度
事
業
報
告
、
平

成
六
年
度
事
業
計
画
案
な
ど
、
提
出
さ

れ
た
全
議
案
全
て
が
原
案
通
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

質
疑
の
小
で
は
、
伯
爵
パ
タ
ー
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
内
容
、
消
費
拡
大
事
業
の

あ
り
方
、
部
員
数
減
に
と
も
な
う
支
部

と
本
部
事
業
の
今
後
の
方
向
性
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
建
設
的
な
意
見
が
出
さ
れ
、

こ
れ
に
対
し
飯
島
浩
新
部
長
か
ら
苛
新

三
役
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
の
事
業
展

開
に
つ
い
て
、
青
年
部
Ｏ
Ｂ
や
農
協
理

事
者
な
ど
を
メ
ン
バ
ー
に
、
事
業
検
討

委
員
会
な
ど
を
設
け
考
え
て
行
き
た
い
」

と
の
応
杵
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
長
退
任
後
、
Ⅲ
１
歳
表
彰

が
行
な
わ
れ
、
中
標
津
支
部
・
長
洲
重

樹
氏
の
力
強
い
万
歳
二
隅
で
、
午
後
十

一
一
時
丘
分
閉
会
い
た
し
ま
し
た
”

へ
平
成
六
年
度
役
員
〉

部
長
飯
島
浩
（
当
幌
文
部
）

副
部
長
雌
藤
敏
（
中
標
津
支
部
）

〃
一
口
同
橋
敏
行
（
中
標
津
支
部
）

会
計
高
橋
正
三
武
佐
支
部
）

衝■、

驍
事
山
下
真
一
（
俵
僑
支
部
）

〃
斉
藤
和
宏
（
開
陽
支
部
）

粋
事
菊
池
に
（
当
幌
支
部
）

〃
岩
井
淳
一
（
俣
落
支
部
）

〃
真
野
幸
一
（
武
佐
支
部
）

〃
佐
藤
康
彦
（
鑓
一
喫
蒋
支
部
一

〃
上
ヶ
島
利
春
（
俣
落
支
部
）

〈
川
十
歳
表
彰
者
〉

長
渕
重
樹
（
中
標
津
文
部
）

藤
井
美
智
犬
（
第
二
俣
落
支
部
）

これからの青年部の方向性を真剣に検討しました

プl夕



常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

横
田
部
長
の
「
厳
し
い
酪
農
状
勢
の

中
、
お
母
ち
ゃ
ん
パ
ワ
ー
で
明
る
く
乗

り
切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
の
力
強

い
挨
拶
で
始
ま
り
ま
し
た
。

来
賓
の
方
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

議
長
に
藤
田
篭
美
子
さ
ん
、
白
田
芽
美

江
さ
ん
が
指
潟
き
れ
、
議
事
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

議
案
第
一
号
、
平
成
流
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
に
つ
い
て

議
案
第
二
号
、
平
成
六
年
度
事
業
計

画
並
び
に
収
支
予
算
案
に
つ
い
て

議
案
第
一
一
一
号
、
支
部
活
動
助
成
金
に

つ
い
て

議
案
第
四
号
、
役
員
の
任
期
に
つ
い

て

議
案
第
一
号
、
二
号
に
つ
い
て
は
満

場
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
議
案

褒詞ｈ

P官

寳

第
二
号
、
支
部
活
動
助
成
金
に
つ
い
て

は
、
本
部
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
に

廃
止
さ
れ
、
議
案
第
四
号
の
役
員
の
任

期
に
つ
い
て
は
、
税
行
通
り
一
年
間
と

い
う
こ
と
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
の
改
選
に
つ
い
て
、
平
成
六
年

度
新
役
員
は
以
下
の
通
り
と
な
り
ま
し

た
。

部
長
横
冊
純
子

（
第
二
俣
落
）
再
任

副
部
長
井
口
伊
津
子

（
南
武
佐
）
新
任

佐
々
木
美
佐
子

（
俵
橋
）
新
任

会
計
中
催
幸
子

（
西
武
隣
）
新
任

豚

！;： 

□
蜘
司
敬
い

鑿̄
 

刻
剃
叩
Ｉ
■
Ⅲ

蕊
￣ 

鱸鱗
【（

監
蛎
竹
ト
定
子

（
第
二
俣
落
）
新
任

〃
秋
山
祝
子

（
共
栄
）
新
任

議
事
終
ｒ
後
、
農
業
指
導
士
に
認
定

き
れ
た
横
田
純
子
苫
ん
と
、
前
唄
務
局

の
池
田
め
ぐ
み
さ
ん
に
婦
人
部
か
ら
花

束
を
贈
呈
し
、
無
翁
終
了
い
た
し
ま
し

た
。

さわやかな声で錦人部の歌合窄

ダダ



､0毛

主目
へＥ

さわやかデーリィクィーンの藤原さんと加藤さん

LZTF、

懸査を努めた松浦氏能力、体形の優美さを館い合うＢ＆Ｗショウ

中
標
津
乳
牛
改
良
同
志
会
主
催
（
弾

正
原
正
会
長
）
に
よ
る
、
中
標
津
Ｂ
＆
Ｗ

シ
ョ
ウ
か
四
月
二
十
四
日
ホ
ク
レ
ン
家

畜
市
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
雨
天
に
よ
り
会
場
を
屋
内

に
移
し
て
の
審
査
と
な
り
ま
し
た
が
、

（
部
か
ら
卜
部
ま
で
六
卜
九
頭
が
出
品

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
管
内
的
に
も
春
一

番
の
シ
ョ
ウ
と
し
て
注
目
を
呼
び
、
同
志

会
会
員
は
も
と
よ
り
関
係
剛
体
、
他
地
区

か
ら
も
沢
山
の
観
客
が
つ
め
か
け
ま
し
た
く

審
査
員
に
は
総
浦
栄
氏
（
Ｊ
・
Ⅱ
．
Ｂ
・

Ｓ
）
が
あ
た
り
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
さ
と
的

確
な
審
査
で
次
々
と
序
列
付
け
き
れ
て

行
き
ま
し
た
。

ま
た
、
観
客
に
も
勉
強
の
場
・
芒
と
、

第
七
部
で
は
ジ
ャ
ッ
ジ
ン
グ
コ
ン
テ
ス

ト
も
行
な
わ
れ
、
出
品
者
、
観
客
と
一

体
と
な
っ
た
有
意
義
な
シ
ョ
ウ
と
な
り

ま
し
た
。

な
お
、
組
合
長
杯
（
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
）
に
は
山
崎
幸
雄
氏
出
品
の

ミ
ル
フ
ィ
ー
ド
ラ
ソ
シ
ー
エ
ク
セ

レ
ス
号
、
町
長
杯
（
シ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
）
に
は
福
嶋
信
一
氏
出
品
の
ハ
ッ

ピ
ー
ラ
ン
ド
バ
リ
ア
ン
マ
ッ
ト

マ
リ
１
号
が
獲
得
し
ま
し
た
。

各
部
上
位
入
賞
牛
は
次
の
通
り
で
す
。

侮蕊

出品若

保剛

畷幸雄
付尊之

11［稔

１１奇幸雄

付稔

鳩情･博

賞

IＲＣ 

部笄 埆号ｌｌＬＭ

エツセルシアアストロが一不諏,ト｜久保

｜■ 

ユザ

１１ 

２１ ミルフイードラ･ソシーエグセレス山崎

タイロークリストフテーホープ」11村３１ 

iiiiiiiill 
■ 

鶴
４１ パ')アントクリスヲョトハノー'←イーティー化Ill

鷹
江己

ら

５１ミルフイードラッシーマット｜｣｣llliii幸雄ＪＣ

６１ハピィイーズトエクセレントセレナイーテイー隔村稔ＲＣ､BＵ
７１ハヅピーランドファンシークリンス福１１１鳥信･博ＢＵ

８１ハッピーラン|‘バリアントマットマリー福lIIH信一cc､BU

gl1ロックミラーポﾘーネリド士井上昭男ＢＵ
ｌＯｉｌローヤルレデルイ＞スピＬ－ション久保剛

５１１ 

汽
驫

■ 

刈
疸
『

鶴Ｔｌ零i;：
冊

n゜:ji愚､蕊

鑿i鑿篝鑿

ﾌﾟ芝

部 手 乳号 鵬品墹 賞

１ エクセルシアアス1-口が一ネッi、 久保剛

２ ミルフイドラッシーユ･-ク レス 111崎幸雄 ＪＲＣ 

３ 1 タイローク:ノストマフノァーアパ プ j;i村尊之

４ パ:】アン１，ｹ:;ズチートハノーバー ･アイ・‐ 花;;I稔

、 ミルフイ・ドラッシーマツ |:１１１１奇幸雄 ＪＣ 

６ ハピィイーストユクセレントセレプ ｲ･-ティー :隔村稔 RC､B1J 

７ ハッピ・‐ランドファンシーー リンス 福１１１鳥信博 ＢＵ 

８ ハッピーランドバリアントマ ﾄマリー 福|鴫信一 GC､BＵ 

9 ロックミラーポリーーネッ 土井i邑昭男 ＢＵ 

lOi2 ローーヤルレ･デルインスピレ・‐ション 久保剛



四
月
九
日
、
十
Ｒ
に
釧
路
方
面
の
農

場
な
ど
を
視
察
し
て
参
り
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
各
関
係
機
関
も
含
め
て
十
八

人
で
し
た
。

ま
ず
鶴
居
農
協
の
営
農
集
団
づ
く
り

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
鶴
居
に
あ
る

ん
集
団
の
う
ち
一
番
大
き
な
〈
十
八
戸
）

下
雪
裡
ト
ラ
ク
タ
ー
利
用
組
合
を
視
察

致
し
ま
し
た
。
酪
農
の
近
代
化
と
農
業

所
得
の
増
大
を
図
る
事
を
目
的
と
し
て

鶴
居
農
協
で
は
、
昭
和
三
十
九
年
か
ら

第
一
次
構
造
改
善
事
業
が
進
め
ら
れ
た

が
、
組
合
員
全
体
に
は
平
等
で
は
な
く
、

全
体
の
水
準
を
上
げ
る
事
は
出
来
な
か

っ
た
。
そ
の
大
き
な
要
因
と
し
て
は
、

組
合
員
の
生
産
性
を
上
げ
る
た
め
の
機

械
経
費
が
経
営
の
総
売
上
げ
の
三
割
以

上
も
関
係
し
て
い
る
こ
と
に
あ
り
、
こ

の
機
械
化
貧
乏
を
防
ぐ
た
め
の
共
同
利

用
が
昭
和
四
十
三
年
よ
り
進
め
ら
れ
た
。

現
在
で
は
経
営
総
売
上
げ
の
一
割
ほ
ど

し
か
か
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
ま
た
、
専
任
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
お

共
同
経
営
の
メ
リ
ッ
ト
を
求
め

鑿
酪
農
同
志
会
視
察
研
修
１
膳
広
瀬
清
寿

り
、
集
団
内
労
働
力
の
配
分
が
可
能
で
、

膜
業
後
継
肴
の
い
な
い
老
人
経
営
な
ど

も
加
互
扶
助
に
よ
っ
て
営
農
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
専
任
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
熟

練
度
の
向
上
か
ら
修
理
費
の
経
減
、
耐

用
年
数
の
延
長
が
図
ら
れ
効
率
が
良
く

共
同
作
業
に
よ
り
均
質
な
サ
イ
レ
ー
ジ

調
整
が
出
来
る
そ
う
で
す
。
ま
た
組
合

員
は
一
合
も
ト
ラ
ク
タ
ー
を
持
た
ず
、

サ
ィ
レ
ー
ジ
給
餌
の
際
に
は
利
用
組
合

二口、

圏居下雪裡トラクター利用組合
ま
で
来
て
タ
イ
ム
カ
ー
ド
に
て
利
川
し
、

冬
場
の
除
雪
な
ど
に
つ
い
て
も
、
専
任

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
牛
乳
集
荷
に
合
わ
せ

て
行
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
釧
路
関
港
に
あ
る
ホ
ク
レ

ン
く
み
あ
い
飼
料
工
場
を
視
察
し
、
次

の
日
に
阿
寒
町
に
あ
る
一
一
一
戸
共
同
経
営

の
仁
成
フ
ァ
１
ム
を
視
察
し
ま
し
た
。 i11lIliiIililillIlPllhiii鱸llilliliilii$ll1iilll 毎コ

こ
こ
は
以
前
共
同
経
営
に
な
る
前
に

当
同
志
会
で
視
察
し
て
お
り
、
将
来
的

に
現
在
の
規
模
で
は
営
農
は
困
難
で
、

ま
た
個
人
で
新
た
に
再
投
資
す
る
に
は

労
力
的
に
も
資
本
も
足
り
な
い
と
言
っ

て
い
た
牧
場
で
し
た
。
そ
の
頃
か
ら
乳

肉
複
合
経
営
を
取
り
入
れ
、
出
荷
乳
量

が
一
一
百
五
十
ｔ
程
の
牧
場
で
し
た
。
こ

れ
ら
の
事
を
平
成
二
年
に
検
討
し
、
将

来
へ
の
経
営
の
安
定
と
体
質
強
化
を
目

指
し
法
人
化
し
た
そ
う
で
す
。
現
在
の

出
荷
乳
量
は
一
千
二
行
－
強
で
一
戸
当

り
Ⅲ
丙
！
、
今
年
度
は
一
千
二
百
ｔ
が

目
標
だ
が
、
こ
の
乳
量
で
は
収
支
が
困
難

で
あ
る
た
め
肉
牛
（
九
州
阿
藤
と
提
携

し
て
褐
毛
を
生
瀧
）
と
野
菜
を
生
産
し

て
い
る
。
法
人
化
し
投
資
し
た
事
業
は

フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
パ
ー
ラ
ー
、
飼
料
調

鶏
室
、
育
成
合
（
プ
リ
１
ス
ト
ー
と
、

機
械
一
式
、
乳
牛
付
八
十
両
頚
で
総
事

業
費
．
億
一
一
千
万
円
位
だ
そ
う
で
す
。

確
か
に
負
債
は
増
え
た
が
、
以
前
は

先
が
見
え
ず
ま
っ
暗
だ
っ
た
が
、
共
同

経
営
に
ふ
み
込
み
労
力
的
に
も
余
裕
が

出
来
、
家
族
が
明
る
く
な
り
毎
日
の
作

業
が
楽
し
く
な
っ
た
と
の
事
で
し
た
。

関
係
機
関
の
ご
協
力
に
よ
り
有
意
義

な
視
察
研
修
が
出
来
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ﾌﾟLツ



広
文
さ
ん
．
吾
希
さ
ん
の
結
婚
祝
賀
会

が
行
な
わ
れ
、
新
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
。
三
人
は
高
校
の
同
級
生

で
、
｜
平
生
の
時
に
行
な
わ
れ
た
宿
泊

研
修
で
友
だ
ち
に
紹
介
ざ
れ
知
り
会
疋

そ
の
後
、
卒
業
ま
で
同
じ
ク
ラ
ス
だ
っ

た
と
い
う
。
高
校
卒
業
後
、
広
文
さ
ん

は
農
業
後
継
者
と
し
て
家
業
へ
、
吾
希

さ
ん
は
中
標
津
の
イ
ズ
ヤ
パ
リ
ズ
ン

屋
｝
へ
就
職
し
ま
し
た
が
、
お
互
い
の
交

際
は
続
き
、
休
日
に
は
二
人
で
ド
ラ
イ
ブ

に
行
っ
た
り
飲
み
に
行
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
交
際
が
数
年
続
い
た
平
成
三

年
七
月
、
広
文
さ
ん
は
、
農
協
が
実
施

中塚広文 さん(24歳）
お】

吾希 ざん(24歳）

Ⅱl雄大lⅡ

西武佐睡中塚文夫さんの後継者

彦
様
ご
夫
妻
の
ん
に
土
潅
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

的
に
よ
り
中
塚
こ
れ
が
広
丈
さ
ん
か
ら
吾
希
さ

十
二
日
、
児
低
参
加
、
そ
の
時
指
輪
を
吾
希
云

平
成
六
年
二
月
し
た
ョ
１
ロ
ッ
パ
視
察
研
修
に

人
へ
の
プ
ロ
ポ
ー
ズ
と
な
っ
た

よ
う
で
す
。
新
婚
旅
行
は
常
夏

の
島
バ
リ
島
へ
、
ビ
ー
チ
で
ウ

ニ
を
踏
ん
で
足
を
惟
我
し
た
り
、

プ
ー
ル
で
お
ぼ
れ
た
り
で
、
ハ

プ
ニ
ン
グ
の
続
出
だ
っ
た
そ
う

なまたら出で
つたい′色米司す
て、Ｌ々る搾［
くぷとなよ￥し

は
話
し
て
お
り
ま
し
た
，

像?■

夫
妻
の
ご
媒
灼
に
よ
り
松
田
隆
さ
ん
、

む
つ
干
さ
ん
（
旧
姓
小
森
）
が
結
婚
、
新

生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

去
る
四
月
十
六
日
、
篠
永
鉄
雄
様
ご
で
見
た
人
だ
な
～
」
と
思
っ
た
そ
う
で

一
人
は
武
佐
で
止
ま
れ
、
地
域
の

盆
踊
り
や
学
校
の
運
動
会
な
ど

で
お
互
い
幼
い
頃
か
ら
顔
は
知

っ
て
い
た
と
い
う
が
、
実
際
に

つ
き
合
い
出
し
た
の
は
二
年
前
。

松田隆さん(３

むつ子さん(１
旧姓

ゴヒ武佐､松田征二さ

Ｐ、

つむつが’、業
かつた車を後

UＴ 

す
。そ
れ
か
ら
二
人
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や

ス
キ
ー
に
行
っ
た
り
と
、
つ
き
合
い
が

始
ま
っ
た
と
の
事
で
す
。

｜
‐
明
る
い
家
庭
に
し
た
い
，
｜
と
隆
さ

ん
、
む
つ
Ｔ
さ
ん
は
「
つ
ね
に
お
ち
や
ら

け
の
あ
る
夫
婦
に
」
と
幸
せ
い
っ
ぱ
い

の
二
人
。

新
婚
旅
行
は
ハ
ワ
イ
へ
天
気
も
良

く
楽
し
い
思
い
出
を
沢
山
つ
く
っ
て
来

た
そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
馬
鈴
し
よ
、
ビ
ー
ト
の
作

付
で
忙
し
く
な
り
ま
す
が
、
「
が
ん
ば
る

ぞ
Ｉ
」
と
張
り
切
っ
て
い
ま
し
た
。蝦

■ 

蝋
｢｡ 

ダダ



北海道の93年度販売乳量は330万ﾄン
九
．
「
年
度
生
乳
販
売
数
畳
一
は
三
百
一
一
一

十
〃
一
千
百
五
ト
ン
、
前
年
比
一
・
○

％
減
と
な
っ
た
が
、
用
途
別
販
売
乳
量

は
加
工
原
料
乳
認
定
数
量
が
二
百
十
五

万
二
卜
一
ト
ン
２
．
’
一
｜
％
減
、
チ
ー
ズ

向
け
が
一
一
十
六
万
六
千
百
八
－
七
ト
ン
．

六
・
Ⅲ
％
増
、
飲
用
向
け
が
八
十
一
万
九

千
白
二
－
一
八
ト
ン
、
二
・
一
％
減
、
生
ク

リ
ー
ム
等
向
け
二
十
六
万
五
千
七
百
六

十
九
ト
ン
、
○
・
八
％
減
と
な
っ
た
。

販
売
乳
量
は
、
計
画
目
標
超
過
分
の

Ⅲ
千
二
百
二
ト
ン
を
飼
料
用
全
粉
に
処

理
し
て
計
画
目
標
に
収
め
た
。
加
工
原

料
乳
は
限
度
数
量
を
一
十
七
〃
三
下
五

百
四
十
八
ト
ン
超
過
、
限
度
数
量
超
過

は
二
年
連
続
で
、
超
過
量
は
昨
年
の
二

十
五
万
一
千
七
百
二
十
六
ト
ン
を
ｆ
回

り
過
去
最
高
と
な
っ
た
。
飲
用
向
け
は

道
内
仕
向
け
が
十
五
万
一
丁
八
百
十
四

ト
ン
、
二
・
七
％
増
だ
が
、
道
外
仕
向
け

は
四
十
一
万
Ⅲ
千
九
百
几
十
三
ト
ン
で

二
・
八
％
減
、
学
給
向
け
一
》
万
一
一
一
千
四
百

六
卜
四
ト
ン
．
四
・
五
％
減
、
発
酵
乳
等

向
け
「
万
八
千
八
百
五
卜
八
ト
ン
、
一

七
・
四
％
減
。
道
外
仕
向
け
の
減
少
は
龍

乳
移
出
量
が
二
十
七
万
二
千
四
百
七
十

二
ト
ン
、
｜
・
几
％
減
が
影
響
し
て
い
る

ほ
か
、
製
品
移
出
も
大
手
メ
ー
カ
ー
を

中
心
に
減
少
し
た
。

徴ｑＰ１

バルク乳体細胞｡細菌数検査結果(４～３Ｈ累計)単位:％

～ 体細胞(30万以下）
細菌数

(10万以下１ 〈93年度販売乳量＞

加工等2,416,208

認定数量２，l5qO21

チーズ向266,187

飲用等619,128

4ﾐクリーム265.769

合計3,301,105

［
い
」
〔
Ｊ
１
川
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冠
、
）
』
、
ノ
』
〔
Ⅲ
Ｕ
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■
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Ｉ
上

当農協 8６．４ 9９．３ 

５年度実続

根室管内 87-§ ９９.（ 

当農協 8６２ 9９．４ 

４年度実績

根室管Pｔ 815-2 991 

平成５年度生乳受託実績

、
４～３月累計実続

ﾍ５ 
桿弓Ａ

％ ％ ｌｌＩ 
総乳代単価

受託数量(kg】 iii年比
ＰＡＴ ＳＮＦ 

当農協 86,804,996 99.］ ３９８ ８６「 7９２０ 

５年度実績 根室管広 651,228,83Ｈ 9８７ 3．９４ 8-5Ｆ 7８．７２ 

全道 3,300,472,O4C 9９１１ 3.88 8－６， ７８２F 

当農協 87,578,428 log、 3-93 86, 7９－７２ 

４年度実績 ,恨室答内 659.788.933 107.： 3-Ｒ９ 8.6（ ７９２Ｆ 

全道 3,332,997,411 105.Ｆ ３－８５ R-fiR 78.96 

プニク

体細胞
<30刀以~i､．

細菌数
<10ﾉﾌﾞ以下）

5年度実績

当農協

根室管内

8６ 

8７ 

99.3 

99.0 

４年度実績

当農ｌｊｉｌ

恨室管勾

86. 

86.2 

99.4 

99.1 

４～３ｊｌ累鼠一実績

受託数量(kg） 前年北
｢0､ＡＴ 

％ 

Ｎ丁

％ ;'｝ 
総乳代単価

５年度実績

当農協

根壷管内

全道

86,804,996 

651,228,833 

3,300,472,《)4０

99.ユ

9８ 

9９ 

3.98 

9４ 

8８ 

6０ 

5８ 

6０ 

79.20 

78.72 

78. 

４年度実績

当農協

根室符内

全道

87,578,428 

659,788,933 

3,332,997,41上
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107 

ﾕ05.9 

､9３ 

､８９ 

３．８５ 

6２ 

6０ 

8.63 

79.72 
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農
業
後
継
者
の
結
賄
に
つ
い
て
は
、

全
国
的
に
も
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
安

定
的
な
経
鶯
を
す
る
に
は
、
早
く
伴
侶

を
見
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地

域
農
業
基
盤
の
確
立
、
組
合
員
減
少
の

防
止
の
う
え
で
も
、
後
継
者
結
婚
問
題

は
急
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
ｉ
標
津
町
農
協
の
組
合
員
、

’
’
’
百
十
三
戸
の
内
七
十
五
戸
の
後
継
者

か
独
身
と
い
う
状
態
で
す
。

今
ま
で
は
、
町
の
後
継
者
対
策
協
議

ヨー

会
が
主
体
と
な
り
活
動
を
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
な
か
な
か
実
の
あ
る
成
果
が

得
ら
れ
ず
、
独
身
者
の
高
齢
化
は
顕
著

な
も
の
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

中
標
津
町
農
協
で
は
、
農
業
後
継
者

結
婚
対
策
協
議
会
を
設
立
し
、
こ
の
問

題
に
取
り
組
む
事
に
な
り
ま
し
た
。
今

回
の
呼
び
か
け
に
二
－
’
一
一
戸
の
組
〈
ｍ
員

が
加
入
し
、
わ
が
家
の
問
題
を
は
や
く

解
決
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
四

Ⅱ
二
十
一
一
日
、
中
標
津
川
農
協
会
議
室

に
お
い
て
、
農
業
後
継
者
結
婚
対
策
協

議
会
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

二
反
細
く
、
長
よ
り
協
議
会
設
立
の
主

旨
説
明
と
舟
本
人
や
家
族
か
積
極
的
な

行
動
を
起
こ
せ
る
よ
う
に
応
援
し
よ
う

農
作
業
な
ど
が
忙
し
い
か
ら
と
い
っ
て
、

こ
の
問
題
を
後
回
し
に
す
る
事
無
く
取

り
机
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ｐ
ま
た
、

実
習
生
受
入
協
議
会
、
青
年
部
、
婦
人
部

な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
を
取
り
な
が

ら
進
め
る
」
な
ど
の
挨
拶
の
後
、
中
標
津

町
農
業
委
員
会
・
長
渕
真
義
会
長
よ
り
、

「
本
会
に
対
す
る
期
待
、
成
功
と
発
展
を

祈
念
す
る
」
と
の
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
協
議
会
の
規
約
、
結
婚
相

談
員
の
設
置
規
則
、
協
議
会
役
員
、
活
動

方
針
、
入
会
金
及
び
会
費
な
ど
を
決
め

活
動
内
容
と
し
て
は
、
伴
侶
と
な
る
催

IFW、
￣｡ 

補
者
や
出
合
い
の
場
の
確
保
、
本
人
、
家

族
の
意
識
の
向
上
と
受
入
体
制
の
整
備

を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
．
な
り
ま
し
た

参
加
者
か
ら
は
、
「
女
性
が
酪
農
を
体
験

す
る
こ
と
に
よ
り
、
酪
農
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
し
な
が
ら
後
継
者
と
の
出
合

い
の
場
を
確
保
し
よ
う
。
結
婚
後
の
生

活
設
計
を
ど
う
す
る
の
か
な
ど
、
家
族

で
話
し
合
い
会
話
の
あ
る
家
庭
作
り
を

し
た
り
、
結
僻
の
障
害
が
何
な
の
か
勉

強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
ど
。
ま
た
、
「
本

人
や
家
族
の
希
望
は
何
な
の
か
、
意
識

調
査
も
し
た
方
が
良
い
」
な
ど
の
意
見

が
だ
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
ｂ

本
人
や
家
族
が
こ
の
よ
う
な
会
に
積
極

的
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
に
も
な
ら
な

い
の
で
、
会
員
の
参
加
を
強
く
お
願
い

し
ま
す
．
ま
た
、
組
合
員
の
皆
様
の
情
報 鶴f~、

の
提
供
や
ご
協
力
が
、
本
会
の
成
功
へ

の
カ
ギ
と
な
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

〈
活
動
内
容
〉

了
地
方
ふ
る
さ
と
会
な
ど
で
の
情
報

収
拾
と
協
力
体
制
の
確
保
と
獲
備

二
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
と
マ
ス
コ

ミ
の
活
用
に
よ
る
人
集
め

一
一
一
、
異
業
種
間
と
の
交
流
に
よ
る
出
合

い
の
場
の
設
定

囚
、
家
族
を
含
め
た
中
で
の
生
活
環
境

の
改
善

五
、
専
任
相
談
貝
の
設
置
に
よ
る
恒
常

的
活
動
推
進

六
、
実
習
生
受
入
協
力
農
家
制
度
の
設
定

七
、
本
人
、
家
族
の
啓
蒙
普
及
に
関
す

る
学
習
会
、
研
修
会
の
開
催

〈
本
会
役
員
〉

会
長
三
友
盛
行

副
会
長
上
村
重
光

”
杉
本
匡
祝

幹
辮
斉
膝
哲
雄

”
長
繩
弘

“
岩
井
昇

”
行
橋
喜
美
夫

監
事
臼
田
慶
和

〃
丹
羽
賢
一

相
談
員
佐
藤
載
康

〃
佐
藤
拡

グ汐



畜
産
販
売
課
で
は
、
四
月
一
日
か
ら

畜
牛
の
集
荷
業
務
の
一
部
を
中
標
津
運

輸
㈱
に
委
託
し
、
集
荷
業
務
の
効
率
化

を
同
る
｝
」
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
よ
り
一
層
巡
回
な
ど
に
努
め
、

開
催
日
時
平
成
六
年
四
月
十
莊
日

開
催
場
所
中
標
寵
町
農
協
中
会
議
幸

〈
議
案
〉

『
第
四
卜
七
回
通
常
総
会
開
催
日
程

と
提
出
議
案
に
つ
い
て

二
、
定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

遅
瘻
陰の
瞳
鰻

第
一
回
理
事
会

畜牛集荷
業務の一部

一

:＝T;１Ｍ； ﾛ' 

４‘ 

事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
，

な
お
、
集
荷
業
務
を
よ
り
効
率
化
す

る
た
め
、
次
の
事
項
に
ご
協
力
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

①
哺
育
向
け
初
生
続
の
申
し
込
み

現
行
月
・
火
・
木
・
金
曜
日
受
付

。
極
力
Ⅱ
．
木
曜
日
に
申
し
込
み
下
さ
い
。

①
屠
場
畜
の
申
し
込
み

現
行
月
１
金
曜
日
受
付

○
極
力
前
日
に
申
し
込
み
下
き
い
。

〈
家
畜
集
荷
車
両
〉
四
－
家
畜
専
用
卓

釧
ｕ
い
４
０
１
５

三
、
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

四
、
内
国
為
替
取
引
規
程
の
廃
止
並
び

に
信
用
椛
業
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

且
．
農
業
経
営
規
程
の
制
定
に
つ
い
ぞ

半
へ
貸
付
金
の
競
高
限
度
の
決
定
に
つ

い
て

七
、
岱
付
金
利
率
の
肢
一
同
限
度
決
定
に

つ
い
て

一
八
、
生
活
店
舗
課
、
酪
農
課
車
両
リ
ー

ス
更
新
契
約
に
つ
い
て

九
、
同
定
査
瀧
の
処
分
に
つ
い
て

〈
協
議
事
項
〉

｜
、
総
会
議
案
説
明
懇
談
会
の
Ⅱ
程
に

'臼冨

つ
い
て

二
、
総
会
前
役
員
協
議
会
開
催
ｕ
時
に

つ
い
て

一
一
一
、
役
員
報
酬
審
議
会
の
答
申
に
つ
い

プ」

四
、
司
法
行
政
望
［
セ
ヘ
ニ
の
野
立
看
板
設

粧
許
可
に
つ
い
て

戸弓、

納
期
内
納
税
に
ご
協
力
下
さ
い
。

納
め
て
い
た
だ
く
方

阿
Ⅱ
｜
日
現
在
で
、
陸
運
支
局
に
登

録
さ
れ
て
い
る
自
動
車
の
所
有
肴
で
す
。

な
お
、
ロ
ー
ン
で
聯
入
し
た
場
合
な

ど
で
所
有
権
が
売
り
主
に
あ
る
と
き
は
、

買
い
主
で
あ
る
使
用
肴
で
す
。

納
め
て
い
た
だ
く
時
期

納
期
は
五
川
コ
ト
．
Ｈ
㈹
ま
で
で
す
。

納
税
述
知
書
は
況
月
十
一
一
日
頃
に
送
付

し
ま
す
。
忘
れ
ず
に
納
期
内
に
納
め
ま

し
ょ
う
。

口
座
振
替

道
税
も
電
話
料
金
や
水
道
料
金
と
同

じ
よ
う
に
、
Ⅱ
座
振
替
で
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
簡
単
、
手

続
き
は
一
度
だ
け
で
す
。

納
税
証
明
書

納
税
通
知
書
に
添
付
さ
れ
て
い
る
納

税
証
明
書
は
、
車
検
を
受
け
る
と
き
に

必
要
で
す
の
で
、
車
検
証
と
一
緒
に
大

切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月
別
日
で
す

し、

ﾌﾟﾋﾞｱ 



長
か
っ
た
冬
も
よ
う
や
く
終
わ
り
、

さ
わ
や
か
な
春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

周
開
を
覆
っ
て
い
た
雪
も
溶
け
、
家

や
牛
舎
の
周
り
の
環
境
も
気
に
な
り
始

め
た
こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
あ

ら
た
め
て
、
周
り
を
見
渡
し
て
み
て
下

さ
い
。「
環
境
整
備
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
思

っ
て
い
て
も
、
時
間
や
お
金
、
そ
し
て

人
手
が
な
い
…
と
い
う
こ
と
で
、
な
か

な
か
腰
が
あ
が
ら
な
い
よ
う
で
す
。
し

か
し
、
環
境
整
備
の
も
つ
意
味
を
考
烹

て
み
る
と
、
”
環
境
“
へ
の
見
方
、
取
り
組

み
方
が
わ
か
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
環
境
整
備
へ
の
取

り
組
み
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
考
え
て
み
実

し
た
。一
、
環
境
整
備
の
ポ
イ
ン
ト

環
境
整
備
は
た
だ
”
き
れ
い
“
に
す

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
様
々
な
事

を
総
合
的
に
進
め
て
い
か
な
く
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

①
「
安
全
」
で
し
ょ
う
か

私
た
ち
が
笈
心
し
て
生
活
し
て
い
く

た
め
に
は
、
安
全
な
環
境
の
整
備
が
必

要
で
す
。
特
に
生
活
と
生
瀧
の
環
境
が

密
接
で
あ
れ
ば
、
多
く
の
心
く
ば
り
が

必
要
で
す
。

子
供
が
安
全
に
遊
び
回
れ
る
、
お
年

寄
り
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
、
ま

/亨一、

北根室地区農業改良普及所

た
、
生
産
に
お
い
て
も
よ
り
安
全
に
作

業
が
で
き
る
よ
う
に
環
境
を
整
え
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

②
「
衛
生
的
」
で
し
ょ
う
か

衛
生
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
大
切

で
す
．
環
境
の
整
備
は
健
康
の
管
理
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
生
産
環
境
で
は
”
牛
乳
〃
と

い
う
生
鮮
食
品
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
で

衛
生
へ
は
十
分
の
祀
盧
が
必
要
で
す
。

③
「
効
率
的
」
で
し
ょ
う
か

物
が
あ
ち
こ
ち
に
置
い
て
あ
り
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
作
業
が
思
う
よ
う
に

い
か
な
い
と
い
う
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
磐
埋
整
頓
し
て
あ
れ
ば
、
ど
こ
に

何
が
あ
る
か
が
わ
か
り
、
（
他
者
に
ば
か

り
整
理
し
て
も
ら
う
と
わ
か
ら
な
く
な

り
ま
す
が
・
・
・
）
効
率
的
に
作
業
が
は
か

ど
り
ま
す
。

④
い
つ
も
「
気
持
ち
よ
く
、
心
豊
か
に
」

整
理
悠
頓
の
い
き
と
ど
い
た
処
理
室

さ
っ
ぱ
り
と
し
た
外
凶
り
、
き
れ
い
に

掃
除
が
し
て
あ
る
住
宅
…
。
そ
の
よ
う

な
環
境
で
の
暮
ら
し
、
作
業
は
と
て
も

楽
し
く
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
す
。

ま
た
“
心
の
ゆ
と
り
“
が
重
要
視
さ

れ
て
き
て
い
る
現
代
に
お
い
て
、
農
村

の
自
然
豊
か
な
環
境
は
と
て
も
注
目
ざ

r病

れ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
も
、
地
域
の
特
質
に
あ
っ
た
環
境

整
備
が
大
切
で
す
。

二
、
ど
こ
か
ら
始
め
れ
ば
い
い
の
だ

ろ
う
…
？

ま
ず
は
、
片
付
け
か
塾
わ
始
め
ま
し
ょ
う
。

住
宅
、
牛
舎
、
そ
し
て
そ
の
周
り
の

環
境
を
見
渡
し
て
、
本
当
に
必
要
な
も

●
●
●
●
●
 

の
が
、
適
当
な
場
所
に
、
使
い
や
す
く

収
め
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
点
検
し
て

み
て
ｒ
さ
い
。
物
の
置
き
場
所
を
き
ち

ん
と
決
め
る
、
い
ら
な
い
も
の
は
捨
て

る
、
捨
て
ら
れ
な
い
物
は
一
カ
所
に
ま

と
め
て
お
く
、
な
ど
と
一
つ
ひ
と
つ
整

理
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
だ
い
銃
環

境
が
よ
く
な
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
｜
人
で
は
な
か
な
か
で
き
な

い
も
の
も
家
族
の
協
力
、
仕
事
の
一
分
机

に
よ
っ
て
苦
に
な
ら
ず
に
お
こ
な
え
ま
す
。

お
金
、
時
間
、
人
手
が
か
か
る
環
境

の
整
備
（
建
物
の
建
設
、
芝
生
な
ど
）

に
つ
い
て
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
計
画

を
立
て
、
ま
た
、
で
き
あ
か
り
の
イ
メ

ー
ジ
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

心
豊
か
に
、
生
き
い
き
と
暮
ら
す
た

め
に
一
人
ひ
と
り
が
環
境
へ
の
意
識
を

高
め
、
よ
り
よ
い
環
境
を
築
い
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

ﾌﾟ汐
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ｏ庭木か密集して狭い：

ｏ交流の場が狭い。

ｏ池、レンガ積み牛舎

パ･ノクの山を指かしたい。

b■●■UI 

■五■■ＬⅡ

声河■ろ□君aⅡ

■｣ 

<将来をイメージしたイラスト〉

ｏ庭木の轆理をし、池の前のオン

コをシンポルツリーとする。

ｏ池は親水性をもたせ、防火用水
としても考えられる。

ｏ生産道と生活道路を分離する。

ｏレンガ積みのきれいな牛舎を活
かし、ゲストヘウスとして使用
する。

ｏ使用しないサイロは物見台に利
jljc 

o景色の良いとニろへサンデッキ

を作りゲタぱきで行けるように
する。

〆司

平
成
五
年
度
共
計
で
ん
粉
の
販
売

状
況
は
、
｜
｜
｜
月
末
仮
配
分
累
計
一
袋

当
り
一
千
一
一
行
二
十
五
円
｛
前
年
何

期
一
千
四
百
七
１
五
円
）
と
前
年
よ

り
二
口
且
－
円
、
単
価
に
よ
る
進
度

率
は
前
年
対
比
八
三
・
一
％
と
前
年

同
期
を
下
廻
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

価
格
は
産
地
倉
渡
し
二
千
八
万
七
卜

Ｌ
円
～
二
千
一
一
一
百
一
一
卜
派
円
（
前
年

同
期
三
千
百
円
～
｜
｜
Ｔ
’
一
一
百
二
十
丘

円
）
、
東
京
倉
渡
し
三
千
七
十
五
円
～

・
’
’
千
五
百
二
十
面
円
（
前
年
同
期
一
一
一

千
．
’
’
百
円
～
’
一
一
千
五
行
一
一
卜
五
円
）

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
馬
鈴
し
ょ
で
ん
粉
と
競
合
す

る
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
は
、
前
年
同
期

と
同
じ
一
千
几
百
五
十
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
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馬鈴しょ農家作付け準備始まる
ア

武佐岳もまだ真っ白な雪でおおわれ、平野

部でも防風林のまわりには残雪、今年の融雪

は昨年より遅いようです。そんな中でも、馬

鈴しょ作付農家では、貯蔵庫からの種子扁鈴

しょの取り出しや、いも切り作業が盛んに行

なわれています。東武佐の＝栄農場では、４

月25日からいも切り作業が始まり、出面さん

約,0人ほどがイモの芽数に合わせ、手際良〈

作業が進められていました。今年はイモの腐

れも少ないとの事で、植え付けめざし着々と

準備が進められています｡

崖=￣

攪驚 欝轌
エ

ｉｎＩ 

昔｢溌当ド

iiiiiiii1i 
幽已
棹

楽しく、
活発な活動を
目指して

I 

j$［ 

γ
Ⅲ
 

鱗
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鶴亀：
､ 

フレッシュミセスの集い

ｑ
 

鐘。驚繭Ｙｉ鰯鰯i－１ｉ

４月27日附、今年度の活動計画と交流を図るため、

フレッシュミセスの集いが開催されました。午前10時

半からウコウポウルにて、ボーリング大会が開かれ、

参ｶﾛ者12人が楽しくさわやかな汗をかいて交流を深め

ました。

午後から場所をレストラン・キンコに移し、昼食を
とりながら今年度の活動へ向けて活発な意見が交され

ました。恒例の日帰り旅行、みんなでプールへ行こう

会､おやつ講習会など､｢たくさんの部員と楽しく活動」
浄曰士旨１７諭蛍カムｗL〕ナーフレ､リレー『郊二でＬｆ｡,、

’〃
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機能的、

経済的な
乳牛を求めて

乳牛改良同志会
バーンミーティング

乳牛改良同志会主催による、乳牛審査講習会（バーンミーティン
グ）が４月１９日､開揚地区･吾妻牧場で開催されました。この講習会
は乳牛改良の基礎知識習得や審査技術の向上、会員相互の親睦を目
的とし、当日は会員など約70人が参加し行なわれました。審査員に
は､同会の佐々木昭雄氏､福村稔氏が当たり､未経産金経産牛、各２部
門16頭について審査されると共に、各支部の会員も審査、講評を行
ないお互い勉強の場となったようです｡また､婦人の方々による豚汁、
甘酒やコーヒーの心温まるサービスもあり、有意義な春の１日とな
りました。ジャッジング成績は次の通り

１位エ藤賢司（111点）２位富沢貢（111点）
３位国光達男（108点） 地域婦人の方も一役､おいしい

豚汁を作ってくれました

巧みな話しに引き込まれ

中標津落語を聴く会の主催による、第9回なかＬぺつ寄席

が４月23日､ホテル秀月で開催され日J内外から約200人の寄席

ファンが詰めかけ､会場いっぱい仁笑いが広がっていました。

今回は、なかしくつ寄席でお馴染みの入船享扇遊師匠を始

め、柱南喬師匠を迎えての真打２人会が行なわれ、身ぶり手

ぶりのたくみな話しに会場のファンもぐいぐい引き込まれて

いました侭

こ刊

２グ



転入のあいさつ
北根室地区農業改良普及所

寺見裕

隣町の標茶からやって来ました。

若か}）し頃、何度も訪れた当

地にて、酪農の夢とゆとりの実

現のために頑張りたいと,思いま

す。今後ともよろしくお願い致

します。

翰甸竃プー

■ 

､ 

/（ 
ｌ～ 

２ロ第41回婦人部通常総会

４日決算棚卸実地精査

７日第１回役員協議会

８日酪農ヘルパー役員公

'四馬鈴しょ耕作者全体会議

１２日第46回青年部通常総会

１５日第１同理事会

18日～21日決算監査

21日第４回青色申告会総会､講習会

22日中標津、農協後継者対策協議

会設立総会

25ＵＭ１なかしくつフーズ懇談会

26日-27Ｒ地区別懇談会

26日和牛振興会総会

27日後継者結婚対策協議会役員会

28日生食馬鈴しよ部会設立総会

28日第２同役員tilI議会

30ｐ第47LlL|』標津町農協通常総会

Ｉ 

－
１
 Ｉ 

鈴木康義
（-|-勝''１部地区農業改良普及所）

昭和61年、当地で新規採用され、以

降８年間の長い間、数多くの経験と、

色々な中標津酪展を見せて頂き、あり

がとうございました、

涙万国

蘂ii譲婁農業者年金の支給日が
変更になりました

農業者年金の支給日は、各月の101=|となっており、１０

日が土、ｕ硴日または休日に当たる場合は、次の日の平

日に繰り下げて支給されていましたが、受給者サービス

の向上を図るため、本年４月から前の日の平日に繰り上

げて支給される二とにな'）ましたのでお知らせします。

農協業務時間変更のお知らせ
農協の業務時間が、５月２日から１０月31日まで次のよ

うに変わります。

事務所平日、午後８時30分～午後５時

±'１m日、午前811寺30分一正午

生産費材店舗平日、事務所に同じ

土曜日、午前８時30分～午後５時

貯金平日、午前９時～午後３時

ＡＴＭ平ロ、午前８時45分一午後６時

一'二曜日午前９時一午後２時

生活店舗午前９時30分～午後６時30分

祭日も営業いたします。

農協前給油所午前８時30分～午後６時30分

桜ケ丘給油所午前８時～午後７時30分

桜ケ丘給油所については祭ロも営業いた

します。

編集後記IGF=、

霧を待ち望む気持ちと裏腹に季

節はずれの大雪や、冷たい雨続き

いちで作付-作業がずいぶん遅れ、

ちを獺じる組合員さんも多い事だ

と』思いますが、自然というもの、

なかなか人間の,思う通りにならな

いものですね。こんな時こそ農作

業は慎重に〃焦ってむりをすると

機械を壊したり、人間の体調まで

もこわれ、終わる作業力巧璽に残っ

てしまう事になりかねませんヨ。

健康管理、農作業にはくれぐれも

ご注意を.〃

●発行･中標津町農業協同組合●編集･経営相談課組織広報係公2-3275●発行年月日･平成６年５月１２日
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